
女性自立支援相談事業 【伊万里市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 3,235 千円

交付金額 2,183 千円

事業番号 1

当市でのＤＶ相談件数は増加傾向にあったが、令和３年

度より減少に転じたことから、相談したくてもできない女

性が潜在していると思われる。

・配偶者からの暴力をはじめ、女性に関する様々な悩

みや相談に対応する。相談日を増やすためNPO法人

へ業務委託する。

・市内小中学校へ生理用品の配布

・女性相談事業における相談対応件数

  目標値：令和７年３月末（３９０件）実績：６９３件

・女性相談者や市内の小中学生への生理用品配 
布と適切な支援機関へ繋ぐ仕組みづくりを行う。

・女性相談窓口のさらなる周知が必要。

・相談員のスキルアップを図る。（法律の改正等情報のアップデー

ト、多様化する女性の悩みに対応できるスキル）

・教育関連施設にとどまらず、生理用品の配布先の拡充が必要。

・悩みを持つ女性がもっと気軽に相談でき、人や社会との「つなが

り」を構築できる「女性の居場所」が必要。

・NPO法人へ女性相談業務を委託したことにより、   これまで手の届

きにくかった様々な孤独・孤立し困難を抱えた女性の相談に対応す

ることができた。

・相談件数693件と目標値である390件を大きく上回ることができた。

・市内の小中学校への生理用品配布を通して、不安を抱えている

子どもの生活状況の把握が可能となり、相談するきっかけ作りを行

うことができた。

・伊万里警察署

・伊万里市福祉事務所         

・伊万里市社会福祉協議会

・伊万里市内小中学校

・佐賀県DV総合対策センター など



事業の概要
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